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課程として認定する件 30. 12 .20官報
文部省告示第105号～106号教青職員免許法により大学
の聴講生の課程を免許状授与の所要資格を得させるため
適当な課程として認定する件 30. 12 .20官報
文部省告示第 107号 教育職 員免許法の一部を改正する
法律付則第4項等の規定により大学の聴講生の課程を高
等学校教諭仮免許状に係る所要資格を得させるため適当
な課程として認定する件 30. 12 .20官報
文部省告示第109号 博物舘法第5条第2J頁等の規定によ
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官 職 ｜氏 名 ｜ 異 動 内 容 1 発令年月日
文部教官 ｜ ｜ 富山大学 講師 （教 育学部〕 に併任 する ｜ 
（富山大学教育学 部付属中 学 校教諭 ） ｜ 布 村 清 太 郎 ｜ 任期は 昭和31年 3月 31日ま で とする ｜ 昭 和30.11. 10 
涜ゐ1��；� ＇ 1－戸石雨前語扇面面1両日
垣 内 祐 三 l 叩昭和30年12 … でと する ｜ 昭和30. 11. 20 ！ 諮師年吋文明〉に採町 ｜ 
「 j 塩 川間有諮問狩 る i 昭和U
岡 本 清 一 誠flip c富山大学経済学部〉に採用する ｜ ｜ 任期は昭和31年3月31日までとする ｜ 
｜太田正行｜鵠師向学教育学部〉に採用する ｜ ｜任期は 昭和31年3月31日までとする
｜ 文部教官 ｜ ｜ 詰 師 〔富山大学工学部〕 に併 任 する ｜ 















I 庁 富吋評細川する！ 任問和32年12)-j 14日れの




任 期は昭和32年 1 2 月15日まで とする
｜ I 
// 
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の進ちよくも目覚ましく， 30年 12月 をもって完成し， 富山
大学に新たな威容を加へ12月14日 第一期工事竣工式が五福
構内にて挙行された。





























り硫酸を造った残鉱で， 鉄分は55 %前後で中には6 0%に達
するものもあり此の点では高品位鉱であるが， 銅が含まれ







った様だった。 その間学長や事務 局長にも本省 へ 説 明 とか ｜ 特 に含まれる燐 の点では それ以上優良なものにする事が出
種 々の点でお世話に成 った。 又審査員 の一人 であり， 且
つ ｜ 来 る。 勿論之等 の方法は， 工 業的採算を考えての事である
本実験の指導的位置にある東京大学の小川芳樹教授の御援 ｜ が． 要はそれ程生産費をかけずに処理が可能になり， 稀元
助も大いに役立ったのであり， 此処に謝意を表し度ぃ。 ｜ 素文は高価元素であるタリクム， ピスミクム， カドミワム
硫酸焼鉱に関する研究について， 筆者は昭和10年の秋頃 ｜ 銅， コパノレト等の回牧が能率良く出来る様になった事であ
から始めてをり． 鉱物としての性盾， 産出， 存在状態， 浮 ｜ る。従って之等 の方法は完全処理が出来る様になれば今迄
遊選鉱による脱銅， 硫化鉄鉱を熔焼した場合又焼鉱を再熔 ｜ 顧みら れなかった之等 の諸元素も回牧される事左なる。
焼した場合の変化． 各種の酸液， アルカリ液による侵出．
焼鉱を強加熱して亜鉄酸銅を生戒せしめて磁選する方法等



















第 6 号 学 報 昭 和 31 年 1 月1 5 日
今回 の研究費 で購入する設備は鉱 石 の模式処理 をする浸 のであるが，
今度室町 ． 加藤， 四谷 ． 大井 ． 酒井 ， 位崎 ，
出槽． 沈下槽， オリパーフヰjレター，各種の鉱石粉砕機． 中川 ． 高辻等 の諸先生の応
援 を受け て実験をして おり百坪
選鉱機械． 廃液回牧設備． ベレツト製造設備等で浸出系統 程の建物を買い受けたので‘将来は工学部の研究所に迄持つ
の自動 制禦にはかなり力を入れる予定になっている。 てゆこうと頑張っている。 猶， 又一歩進ん でこれが富山大
之等の内 オリパーブヰノレター試験機は誇り得る機械で他 学の綜合研究所の核にでもなれば， これ程嬉しい事は無い
大学には無いもので， 一流鉱山会社でも欲しがってし、る鉱 と思う。
石 と 液 と の 分離試 験機 である。 又 予算 が許せば 分光光電光











詩座内 で池田， 平沢， 高畑君等の他学生等が手伝っていた
研




事 学生部長 岡 本 基
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12 . 2 
第 6 回富山大学． 高等学校連絡 協議会 開催
王 要 日 誌












11 .30 事務協議会開 催
1 2 . 16 事務協議会開催
1 2 .  1 
12 .17 富山大学科学教育 研究室修了式挙行
2 
共済組合大蔵省年次監査
12.23 
体育部会開催
. 4… 
